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発表内容 

量子ドット(QD)の量子準位を用いた中間バンド型太陽電池では、高いエネルギー変

換効率が期待される。その実現のためには、効率よく QD 準位にキャリアを生成し、

伝導帯へ励起する必要がある。本研究では、量子ドット太陽電池内の低次元量子構造

による光吸収を、輻射強度の励起光波長依存性測定により評価した。また、２種類の

励起光源を用いた手法で、QD 準位経由の２段階光励起による光電流増大を観測した。

特に、価電子帯の電子を様々な波長で励起した際の物性について、議論を深めた。 

 

 

発表後の感想 

・様々な分野の研究者とざっくばらんな議論を行うことができた。 

 研究内容が全く異なる人との議論は、お互いの理解を確認しながら進めなくては 

ならず、普段よりも苦労した。 

 

・研究活動に役立つ知見と、研究内容の近い知人をたくさん得ることができた。 

 研究の進捗や悩みなどについて話すことができ、活力となった。 

 

・ポスターでの発表だったので、図面をじっくりみながら議論を深められた。 

 ポスターの内容はまだまだ磨き足りないと感じ、今後も力をつけたいと思った。 
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